
＂観光地点検

B級グルメ、ゆるキャラ、己

当地アイドル、ご当地ヒーロー

奈良県立大学地域創造学部講師i ｜ 

岡本健九［

「アニメ聖地Jサミット開催
単一コンテンツか5多様な展開

アニメの舞台！こ芯った地域が

旅行者の目的地となり、観光振

興が行われることは本欄で何度

も紹介している。その際、作品

の著作権者と良い関係性を築く

ことが重要とされる。今回登場

する豊郷小学校旧校舎群は、ア

ニメ 『けいおん！ 』の舞台とし

てファンの聞で有名で、たくさ

ないこと乙そ注目すべき点だ。

そもそもアニメの舞台を巡る

「聖地巡礼Jはファンによる行
動。聖地巡礼という用語が使わ

れている点も作品に強い思い入

れがある人の行動であることを

示す。旅行者が観光目的地を決

定し、それによってコンテクス

トが形成される事例なのだ。

－－。近年、一つの取り組みから、 んの人が訪れている。ところが、

ジャンルが創出される乙とが見

られる。「天空の城」現象もそ

の一つだ。特に有名なのは、兵

庫県朝来市にある竹田城跡。雲

海が発生した際、城の下部が隠

れ、空を飛んでいるように見え

ることから「天空の城」と呼ば

れ、様々なメディアで取り上げ

られた。その後、同様の現象が

みられる他地域がこぞって「天

空の城」と銘打ち始めたのだ。

ファンが決める『聖地j

これは、一つのコンテンツが

豊郷町は作品の舞台地として公

式には認められていない。地域

の景観を舞台とした作品であり

ながら、景観を使ったことを認

め芯いこと自体に議論の余地は

あるが、今回注目したいのはそ

の点ではない。

その地域に価値を見いだすか

どうかを決めているのは、著作

権者でも地域でも観光産業でも

回で聖地サミットを開催

現在、日本全国にあるアニメ

の聖地の数をご存じだろうか。

アニメファンによるアニメの舞

台のアー力イブサイト 『舞台探

訪アー力イブ』に登録されてい

る作晶数を見ると1.024による。

こうした状況に注目し、豊郷

町は「全国アニメ聖地サミット

in豊郷」を企画した。 『けいお

「物の見方」を提示したことで、

同様の見方ができる他の物がコ

ンテンツ化することを意味する。

寺岡伸悟（奈良女子大学教授）

は 『観光メディア論』（ナ力二

シヤ出版）の中でそれを「コン

テクスト」と名づけた。今回は

コンテクス卜を活用した滋賀県

豊郷町の取り組みに注目する。 山村高淑教授の諮演
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｜ ん Ijの舞台として有名な豊郷
小学校旧校舎群で、 2014年11 

月23日（日）に実際に開かれた。

筆者が前説を担当し、オープ

二ングセレモ二ーでは町長がス

ピーチ。基調講演では、コンテ

ンツツーリズム研究の権威であ

る山村高淑教授（北海道大学大

学院）と、アニメ聖地巡礼プロ

テ、ユーサーの柿崎俊道氏が、異

なる立場から自説を展開した。

その後、アニメ聖地の事例発表、

大学院生による研究発表、アニ

メファンによる舞台探訪の成果

発表の3つの分科会が聞かれ、

それぞれ盛況であった。当日の

運営には普段から豊郷町を訪れ

ているアニメファンも加わった。

関係精築の積み重ね

今回、 これほど多様なアクタ

ーを集めることができたのは、

豊郷町役場産業振興課の清水純

一郎課長補佐によるところが大

きい。清水氏は普段かう豊郷小

学校に通い、来訪してくるファ

ンと対話したり、ファンによる

表現物を写真に収めてフログで

公開したりする芯ど、来訪者と

のつながりを密にしている。ま

た、学生の研究にも非常に協力

的であり、インタビ、ユーや現地

での質問紙調査なども積極的に

対応している。

かく言う筆者も、博士論文を

執筆する際に使用したデータを

取るために清水氏には大変お世

話になった口であり、今回本イ

ベントの企画に名前を連ねさせ
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てもらったのもその時からのご

縁があったかうだ。さうに、清

水氏は観光やコンテンツ関係の

セミナーやフォーラムに積極的

に参加し、 様々なネットワーク

大学院生の発表を熱心に聴く参加者

を作り、何か相談したいととが

できた時に相談できる人脈を構

築していた。 クリ工イター育成

のためのセミナー響創塾を企画

した和田昌之氏 （工クスアーツ

ジャパン株式会社代表取締役社

長）は、そうした人脈での紹介

によって今回の企画に参加して

いる。

観光地点検界

様々な興昧をたぱねる

こうした内容のイベン卜で、

当日は700人を超える来場者

が訪れた。純粋にイベン卜への

来場者数として見るならば、こ

の数は特筆すべき

多さではないかも

しれない。ただ、

この700人の中に

はコンテクストを

よく理解し、さら

にコンテンツを生

み出し得る人々が

多く含まれている

ことを忘れてはな

らない。イベン卜の最後には懇

親会が聞かれたのだが、そ乙に

はアニメを活用した取り組みを

起こそうという方や、既にイベ

ントを企画している方などが集

まった。やる気と行動力のある

様々な立場の人々が集い、 情報

交換とネットワーク作りがなさ

れた。 固

( 今後のポイント J 

こうした、コンテクス卜を 「ゆるキャラ」というコンテ

束ねる取り組みの課題は、コ クスト自体が人気を失ってし

ンテクストそれ自体が廃れて まうだろう。

しまうことだ。例えば、現在 コンテクストが維持される

のご当地キャラクタ一。今の ためには、面白いコンテンツ

ところ、くまモンやふ芯っし が継続的に出てくるととが重

ーとし1った全国的な知名度を ＜ 要だ。今回サミットに集まっ

持つ人気キャラクターが活躍 た人々の中から新たな企画が

し、ゆるキャラグランプリも 生まれてくるとともに、サミ

盛況で1700近いキャラクタ ットも二回、三回と継続し、

ーが参加しているが、注目さ 1 それぞれの地域が切碇琢磨で

れるキャラクター（コンテン きるような場となることが望

ツ）が出てこなくなった時、 まれる。
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